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(3) 直流 2 回線系統における過電圧の解明により，将来，我が国で考えられる UHV直流送電系統の絶
縁に関する概念設計への指針を与えている。
以上のように本論文は従来明確化されていなかった直流送電系統の合理的絶縁設計に対し，有用な諸
種の知見を与えるもので電力工学の進展に寄与する所が大きい。よって本論文は博士論文として価値あ
るものと認、める。
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